
～ひとがすき まちがすき いわさきの子～

ht=21〃wWW二dL■LLヱQヒ量コma上ユヱ望hΩ」ム狙ム里堅ュL

TEL  33:-5123    FAX  33:-5343

学校だより

鶉

7月 号

岩崎小学校

WEBページ

今和 7年 6月 30日

横浜市立岩崎小学校

岩崎小学校子ども会議

校長 島田恒弘

6月 号「児童指導朝会」に続いて今月号では「子ども会議」につい

て紹介します。_

横浜子ども会議が始まったのは平成25年でした。「だれもが安慮

して生活できるよう、いじめの問題に向き合い、自ら解決しようとする

子ども社会」を目指すため、子どもたちが積極的に話し合い、いじめ

問題について理解を深め、解決策を見出し、いじめの未然防止に繋

げようと始まりました。

始まった当初からしばらくは、「誰もが安慮して過ごす学校とは?」

についてその解釈や具体策を中学校ブロックで代表児童生徒が話し

合い、各区子ども全議でそうした取組を発表していました。さらには、

区代表児童生徒が一同に集い、横浜子ども会議が開かれ、各区で

発表された取組を報告してきました。

今和5年度の横浜子ども会言義では、いじめの定義を読んで感じた

ことや考えたことを付箋紙に書いて持ち寄り、そこから、「いじめとは何

か?」「どうしたら無くせるか?」 など集った児童生徒が自分で考えた

ことを話し合う形式になりました。この話し合いを目の当たりにした私

は衝撃を受けました。児童生徒が率直にいじめについて考え話し合う

姿に感動しました。すぐに自校で「考えたことを話す朝会版子ども会

議」を実施しました。

今年度から岩崎小学校で実施するのも、この「朝会版子ども会議」

です。岩崎小学校のたてわり班のみんなで考えを出し合う形で行う予

定です。異学年、異質グループで話し合うことに意義があると考えて

います。

8月 27日 の朝会では、「なぜ、いじめは起こるのか?」 、9月 8日 の

朝会では、「いじめをなくす、わたしの誓い」について、自分の考えを

伝え合い共有しようと計画しています。

ご家庭でも、地域でも、「いじめを無くすにはどうしたらよいか」、

「自分にできることは何か」話題にして、子どもたちと話し合う機会を

つくっていただけますと幸いです。



『2回ヴπ遷流舎』
5月 28日 に岩崎小学校の体育館で桜台小学校の個別支援学級のみんなと交流会を行いました。

はじめの会は岩崎小が担当し、進行をしました。岩崎小からは「ばくだんゲーム」を企画 し、桜

台小学校 との混合グループで自己紹介を取 り入れながら楽 しみました。桜台小からはじゃんけんを

勝ち抜いていくゲームを準備 してもらい、こちらも盛 り上がりました。「また遠足であおうね。」と

いう声が自然と上がりました。
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5鐸数 鸞騰ll宿触伸麟攀曹
6月 3日 (火 )、 4日 (水 )、 5年生は愛川ふれあいの村へ体験学習に行きました。『 あ』:安全に、『 い』:

いつもなかよく、『か』:か かわりをいつもよりもっと増やそう、『わ』:わすれ られない思い出を作ろう。

をスローガンに、およそ |か 月かけて準備を進めてきました。今年から、5年生だけの宿泊体験 となっ

たため、自分たちだけで出来ることを考え、一人ひとりが実行委員としての役割を果たしていました。

1日 日は、雨の中の出発式になりましたが、バスの中では実行委員を

中心にバスレクを行い、大いに盛 り上がりました。その後、服部牧場で

牛の乳 しばり体験をしたり、ふれあいの村で焼 き板体験をしたりして、

初めての体験に、夢中になって活動 している姿が見 られました。夜には、

ロッジの中でキャン ドルファイヤーを楽 しみました。

2日 目は天気に意まれ、村内ウォークラリーやダム見学を行いました。

ウォークラリーでは、ミッションとして、落ち葉を使って面白いものを作

るなど、愛川の自然に親 しみなが ら、活動を楽 しむことができました。

宮ケ瀬ダムの見学では、:〕里良く観光放流を見ることができ、放流される水

の勢いに、驚きの声があがりました。

今年は高学年になり、「みんなで、思い出に残る

“あいかわ"に したい !」 と強い思いをもって

体験学習に臨みました。仲間とともに楽 しい時間

を作 り上げた経験や、友逹 と協力 して取 り組んだ

経験を胸に、今後の学校生活に生かしてほしいと

思います。
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4年生は 6月 6日 (金 )に 鶴見区にある資源循環局鶴見工場、資源選別センターの見学に行って

きました。子どもたちは、大きなクレーンを使ってごみを焼却炉に投入する様子やペツ トボ トル

やスチール缶が少しずつ分別されていく仕組に驚いている様子で した。職員の説明を事細かにメ

モしながら、資源の活用や処理の仕方について学習を深めることができました。

午後からはカップヌー ドルミュージアムに移動 し、カップヌー ドルの今日までの歴史を学びな

がら、マイカップヌー ドル作りを楽 しみました。

隅 縣 醐 蜘 脚 癬 顆

6月 17日 (火 )・ 18日 (水)に 1泊 2日 で日光修学旅行へ行ってきました。実行委員を中心に

スローガンやしおりを作ったり、各名所の事前学習を行ったりして丁寧に準備を進めてきました。

星野富弘美術館や日光東照宮では、ルールを守って見学をすることができました。宿舎では、おいし

い食事 と露天風呂付きの温泉でゆっくり体を休めました。家族のことを思い浮かべながら、楽 しそ

うにお土産を選ぶ姿は、とてもほほえましかったです。スローガンの「日光シャイニング Story」 の

通 り、索敵な思い出がたくさんできました。
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